
ガラスの破壊に関する研究(第 2報)
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概要

消防隊のガラス破域時の安全化、効ヰ:化の知"抜普及を目的とし、ガラスの破壊尖験を行った。昨年、第 1

織で報告したガラスの基礎実験等及びガラスに関するアンケートの結果 と今回行った防犯ガラスの実験結

果を踏まえ、消防隊現有の破I抜君裂~6器2具をもとに改良した破壊器具の検μ必正を 2丈仁

スの見分け方を含めた安全な破嬢方法について示した。

1 はじめに

近年、建築物の防犯性が向上していることに伴い、窓

ガラスが破擦しづらくなっている状況かλ、消防隊のガ

ラス破壊時の安全化、効率化のための知l哉の普及を目的

としガラスの破成実験を行った。

第 2報は、防犯ガラスの破鹿実験を行い、 第 1報での

結県在踏まえ、げilj)51沫.E}tt干の破換器Hをベースとした改

良破壊器具を作成、フロートガラス、強化ガラス、合わ

せガラスに対して破岐実験 をし、破壊器具の検証を行つ

子一 長た全体を通して、ガラス破壊の安全化、効率化に

見分け方を含めた破壊方法について述べる。第 1報の結

果(表 1参照)をもとに、さらに検証した結果、ガラス破

壊や破壊掠具について以下のことが言える。

破城器具ー③(小おの)は、片手で破壊するにはポく、

打喉点を定めるには相当の腕力が必裂である。

強化ガラスを破滅するには、 写真

1のように先端が円錐形状で尖ってい

るものが適しており、重唱:はl怪くても

問題はない。 写真 1 先端形状

合わせガラスを破壊するには中間膜を貫通させるた

めの破康器具⑤(小おの)のピッケル部のような形状が良

く、さ らに貫通 させた穴をつなげ中間l撲を切断すること

ができる刃の部分があると良い。

フロートガラス、網入りガラス、 複層ガラス(フロー

トガラスによる構成)は、現有破記長器具で破壊可能である。

ガラスは、強く打略すれば破壊することはできるが、

打撃点 と反対側はもちろん打幣側にも破片が勢い良く飛

散する(特に合わせガラスは中間膜にはね返され手前側

の飛散が多し、)。

消防活動でのガラスの破壊には、破壊器具③(小おの)

の使用頻度が高かった。
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表1 各種ガラスに対し有効な破壊器具および破壊方法

各
破康器具('1<5参fl(l)

稀 刊史 政 f波
ガ Fた り; 棋 I実 』す」 破成方法
フ ① 具6号

早111-'口r 
@ r白dJ 

百号 百ロ1台1 

具 具 @ ，H 問、ース 包 @ 

.， 
，! Ilt散するガラスの破片の

危険性から、最小限度の関口
ト O 。O ム ム 部を破!安 r，:~ n@ ( 小おの) 主宇
ガ で破燥する九(22ならクレセ
フ ント まわりなど)
ス

1相 破抜方法はフロートガラ

入 スとほぼ同じであるが、 金網
ガ O O O ム ム を切る必要かあり、ガラス片
プ が落干、飛散しないよう に金
ス 織を切らなければならない。

f虫
イ政敏探具②のような先端

形状の{政療器具を選定し破
{ヒ 壊する。細かい破片が飛散す
ガ ム O ム O × 

るので、打慰位世間il1をガムフ
ス テープで刷定するなどの飛

散防止策も有効であるの

破脱器具③(小おの)、破IFJ
〆口会、 日:t具⑤(とび口)で、小開 口部

わ をいくつも|別けて開 口部を

せ O O O ム O 設問 この時 ガラスの l
ガ t¥'!!，1ζ三角形を作るよ うに二
フ i!lを破厳し 、 I枝一後に手足で1~
ス った辺を折り倒すよ うにす

ると容易である。

れ4
基本的にはフロート と同

じであるが、特に 2枚白が破
l(ti 壊しづらく、破政された1枚
ガ O O O ム ム 自の破断面があるので、その
フ
ス 破岐に!;t注意する ことが必

要である。

凡例 Oは、有効である、×は、そうでない
ムは、場合によっては有効
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2 防犯ガラスの破壊実験

防犯ガラスは、平成 14年 3月現在、公開されていた

ガラス破りの位入手口の中で最も割台の多い 2つのー下口

(打ち破り、こじ 彼り)に対して|的犯内能が期待でき るガ

ラスとして、性能基準、仕様基準のうち性能基準の P2A

以上かっ P2K以上の法準を満たすものを打ち破り、こじ

破り の手I1に対 して防犯性能が期待できるガラス、 I防犯

ガラス」として定義している。 とこ で、必 2は、板硝子

協会が板ガラス メーカー各社、 中間槻メーカー各社にヒ

アリングした結果、性能n;準に対して推奨 されている ガ

ラスの仕様を示し、 表 3は、平成 13年 11月に実施 さ

れた財川法人 都市防犯研究センターによる実験結果に

基づいたガラスの仕様を示 しており、仕係基準の一例を

主とめてある。 しかし、これもは実験仙として示 したも

ので各ガラス仕憾の性能を保証する ものではないと記 t放

されている。

(1) 目的

防犯ガガ、ラス と定義 されたガガ、ラスの破桜e性陀状の検日

表 2

P2A 

-合わせガラス
FL3 r中r::ln莫60ミル+Fし3

FL3+中間Jn'契60ミル+PW

-合わせガラス
FL3+中間膜90ミル+FL3

P5A I FL3+中間膜90ミルナドW I FL5+ 

1ミ/レ=1 / 1000インチ(0.025mm) 、 30 ~ル二約0.76mm

FL3、FL5=フロート板ガラス3mm、5mm、PW=網入府き板ガラス

P3A 

P4A 

表 3

分類 複)罰ガラス

・普通のフロートガラスによる
複層ガラス

FL3+空気層+FL3

・アタッチメント付複層ガラス

FL3+空気層+FL3

単板ガラス

-合わせガラス

PIK I FL3+中間膜15ミル+FL3

耐熱強化ガラス6.5mm

-合わせガラス
P2KI 一FL3+中間膜30ミル+FL3

-合わせ複層ガラス
(加盤面 FL3)

FL3+空気庖
+(FL3+中間目莫30ミル+FL3)
.耐熱強化複層ガラス

(加1撃面 FL3)
FL3+空気周

+耐熱強化ガラス6.5mm 

-強化複層ガラス(加盤面FL3)

FL3+空気層
+強化ガラス4mm

l ミ/レ =1/1000インチ(0. 025凹)、 30~lv =豹O. 76nun 

FL3=フロート板ガラス3mm

-合わせガラス
P3K I 

FL3+中間膜50ミル+FL3

(2 ) 検証ガラス

検証した防犯ガラ スを表 4に示す。

表 4 使用した防犯ガラス

対象ガラス 種類(縦 ×横のサイ ズは 1930mmx 864nun) 

防犯ガラス① 合わせガラス(FL3斗中間ln英30 ~1I- + FL3) 

防犯ガラス② 合わせガラス (FL3+中間膜 60 ~ ^， +FL3) 

防犯ガラス③ 合わせガラス (FL3+中間膜 90 ~lv+FL3) 

1 ミルニ 1 / 1000インチ(0.025mm) 、 30~1"=約O. 75nun 

FL3=フロート板ガラス3nun

(3 ) 彼吸器具

使}付 した破嬢器具は表 5の破壊器具②、 ③、⑤である

(網掛け)。破壊器具①、④は今回の実験では使用しない。

表 5 破i裏器具

名称
寸法(mm)

用途 写十

破岐器具① |防災破療器具
O. 9 

破康器具② |自動車の側面 170X 70 

ガラス破嬢 O. 26 

継機器具③|
消防隊用
破壊穏具
(小おの)

2. 7 

破感器時 |岬 の側面|ゆ 16x129 

ガラス敏感 O. 055 

消防隊用
破機器具⑤ | 破機器具

(とび臼)
1.5 

(4 ) 実験方法

ア 凶 lに示す実験装置にガラス を設1喧し，消防隊員に

よる彼壊器具を用いた破壊活動すること を想定 しガラ

スを破壊する。

イ 破壊は 2段階に分け、 貫通までと手が入る開口部設

定(クレセン トを回すことを想定)までとする。

ウ 破壊できた場合、貫通するまでは回数を、開口 部が

でき るまでは時間を記録する。

エ 打撃位杭については、任意とする。

。

山

守

N

.-< 

850 

~I L 1 1 5 0 
1 600 

図 1 実験装置(単位はmm)
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( 5) 実験結果と 考察

破壊状況を表 6に示す。表内の写p;は破療器具③て、の

破壊状況を撮影 したものである。表の防犯ガラス③につ

いて説明する。破波探具②では、 20回打撃 しでも賞辿

する見込みがたたないため中11こした。破壊器具③では、

5回のfJ態で貫通したが、関口部設定では 1分 20秒経

過後も中間脱が切断できず伸びるだけで時間を要すると

判断したため中止した。そのために破嬢器具@でl玄関口

部設定までかなり作業効率が悪くなると評価し、 ムとし

た。この状態で破駿器具⑤に切り答えた場合、関 口部設

定に要した時間は 2分 05秒であった。破接器具⑤で防

き、開口部は、刃の部分で打撃して設定した。

防犯ガラスの破壊は、中間膜が叫くなるほど困難とな

り、破壊できたとしても時間を要する。ガラスの破片の

飛散岳は、貫通するまでは、貫通した部分のみが飛散す

るので、打撃側、反対側ともに少ないが、 開口部次定段

階になると、粉末状のガラスが中間肢の打幣によ る反動

によって特に打略側に成散 し、 中間膜が厚し、ほどそれを

体に受ける曲が多くなる(写点 2参照)。

また破壊する位置についてであるが、破壊器具⑤のよ

うな倣壊滋具は彼壊器具@、ωと違い、磁波器具が長い

ために、低い位置や振り回す空間がない場所では破壊が

犯ガラス③の破I裂をした場合、 6回の打態で貫通し、開 困難といえる。開口部設定に要する時間の差ヵ、らこの違

口部は 3分 13秒で設定できた。このとき破壊器具⑤は、 いは判断できる。

貫通七では突端の鋭角部分を用いて腰の位置で構えて突

防犯ガラスの破壊状況(破接可能 O、破犠不可 X、条件付きで破犠可能・ム)

破嬢状

対象

ガラス
(回) I (時間) I (回) I (時間)I (回)

日

ス

防

府

①

0 1 0  1 01  0 
6色1 I 0' 54"7 I 2巨1 I 0' 35"5 

E
ス

開
品
川

②
9~ I X I 5~1 Iふ

貫通時

J.!馳せ寸・

i.i..せず

防犯 × 

ガラス I(20回)

@ 

O 

5凶

ム× O 

6伊l

O 

3' 13 

写真 2 ガラスの飛散状況(上段.貫通後、下段・開口部設定後)
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3 現有破壊器具の改良とその検証

第 l報及び今回の実験結果から各種ガラスに対応する

破壊器具について次のことが考えられる。

① フロートガラスは、打駆により大きな開口部ができ、

枠に残るガラスや破片等が鋭利なために、破壊時には

破壊器具ごと手や腕などがガラス面より奥に入ると切

倉IJの危険がある。よって打撃後の腕の振りを調整しや

すい軽量な破壊器具が適するといえる。

② 網入りガラスは、 フロートガラスと同様に破嬢自体

は容易なので振り回しやすい器具が適しており、さら

に、中にあるワイヤーを切るための部分が器具にある

と良い。

③ 強化ガラスは、ガラスが引張応力に弱い性質を熱処

理によって、ガラスの表面から厚 さ約 1/6までを圧縮

胃、その内傾IJを引張層にすることで応力の均衡を保ち、

外部からの引張応力に耐え られるよう強化されている。

強化ガラスを破壊するには、この均衡を崩すためのピ

ンポイ ン 卜の打撃力が必要で、破壊器具の大きさ、重

1立関係な く、先端が硬く鋭利なものが良い。

圧縮応力

6 

図 2 強化ガラス内部の応力分布

@ 合わせガラスl土、ガラス貫通等の小俄壌については

先端が比較的鋭手iJなものが、附口将1¥設定については中

間膜を切断するためにナイ フの刃のよ うな部分がある

ものが適する。しかし、 合わせガラスは、ガラスの施

類、厚さ、中間膜のl亨さ等を1'=1由に組み合わせること

ができるので、予想以上に破壊が困難な場合が生 じる。

⑤ 領柄ガラ スは、合わせガラ スとIrjJ様に 1枚目 、2枚

のガラスの組み合わせにより{破壊が困難になる。 フ

ートガラスのみの組み合わせの脇合!立、振 りi到しや

すい器具が適切であるが、 合わせガラスとフロートガ

ラス、合わせガラスと網入りガラ ス等の組み合わせで

は、それぞれのガラ スの特i敢な考えた破域器具の選定

が必要である ρ

以卜のことと 、第 1報のアンケー ト結果から、改良破

漉器具として消防隊現1-iの倣漆器具③(小おの)をベース

にその機能を変えず改良を加え、 これを使用して強化ガ

ラス、防犯ガラスの基準を満たす合わせガラスを破壊し、

検託 した。比較付ためフロートガラスも破I裂した。

(1) 検証目的

ア 破嬢器具の改良点の絞込み

イ 改良破壊器具による強化ガラス、フロートガラスの

破壊、検証

ウ 改良破壊器具による合わせガラス(防犯ガラスを含

む)の破壊、検証

(2) 改良内容

破壊器具③(小おの)をベースとした改良として、

ア 破壊器具本来の性能を妨げないこと o

イ 強化ガラスの破壊に対して有効であること。

ウ 消防活動時に改良部分が邪魔にならないこと。

以上のことから、破壊器具②の先端部分を利用し、種々

の改良を行い、改良内容に合致している方法として、破

嬢するために最小限度の部位を使用した、強化ガラス破

援用の固定物(以下「強化用打懲部Jという)を、マジック

テープで、破壊器具③(小おの)に固定することとした。なお、

強化用打態部の硬さは、]ISのロ ック ウェル試験法HRC4

8の規格である。またその外面は、防錆のためにクロムメ

ッキがほどとされている。
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(3) 改良破壊器具

前(2)に息づいて作成した強化用打聖書部を写真 3、4、

5に示す。これを破壊器具③(小おの)のおの部に装着 した

ものを改良破壊器具①(写真 6参照)、 パール部に装着した

もの合改良破接器具②(写真 7参照)とする。

写真 3 強化用打撃部本体

llOmm 

写真 4 取り付け部分

170mm 

写真 5 強化用打撃部全体



写真 7 改良破壊器具②

(4) 検証ガラス

検証ガラスを表 7に示す。

表7 検証板ガラス

検証ガラス |厚さ (縦×横のサイズは 1930mmX 864mm) 

フロートガラス 6mm 

強化プfヲス 5口1m

合わせガラス FL3 + 中間 11知O ~ル

1~ ル = 1/1000インチ(0. 025mm)、30ミル=約O.76mm 
FL3=フロート板ガラス3mm

(5) 検証方法

ア 図 1に示す実験装置にガラスを設置 し， 消防隊員が

改良破壊器具を使用しガラス面を打撃する方法で破壊

を行う。

イ 破壊は、クレセントを同すことを想定し丁ぺ》腕が入

る程度の開口部をI.i史定て、きるまでとする。

ウ 打撃位置については、任意 とする。

エ 破壊については、改良破壊器具の全てのi:;:r，分を有効

に活用し使用することとする。

(6) 検証粘巣

結司Lを表 8[こ示ナ。

検fiiEガラス

フロートガラス

強化ガラス

合わせガラス

表 8 検証結果

改良破壊器具①

C 

O 

改良破壊器具②

O 

O 
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(7) 考察

ア フロートガラス(表 9参照)

改良破壊器具①では、破ft!時におの/f!i、ヒッケル部ま

でもガラス i却に 当 たり想íi:・以上の開口部を IJ~ けてし主う

結県、落下する破片 も多くなった j このことからピッケ

ノレ部だけで{破滅した方が安全である と考えられる。

改良倣民器具②では、 Ij~1 口音1\設定は、破壊器具①と あ

まり変わりがなかったが、 経岳であるので力の加減は し

やすかった。打較する場所が分かりにくく、 寄りりにくい

印象であったc ガラスの飛散に関しては、フ υート yびラ

スにしては俄片が小さく、 量は少なかった。

イ 強化ガラス(表 10参照)

改良破壊認具①では、 重 さを利用して容易に最小限度

の開 1-1部を設定できた。改良破域器具②でも改良破段器

具①ほ ど容易ではないが、 IJ~I 日告r\ を設定できた。また、

ガラスの飛散に目的 して も同様に、あまり見受けられなか

った。従:kの破嬢器具③のみでは困難であった破壊を容

坊にしている。また破壊器具②と 問機な効果である。

ウ 合わせガラス(表 11参照)

改良破壊器具①では、 日I1口部を設定するには改良部分

単独では困難であり、ピッケル音1¥またはおの部と併用す

ることで可能である。ガラスの飛散は、ピッケル部で破

嬢するよりも粉状およびガラス表而が小さく剥離した破

片が多く発生し、破爆をしている側に飛散するので注意

が必要であった。

改良破壊器具②でも、開口部を"見定するのは閃難であ

った。ガラスの飛散品ーは、改良破壊器具①に比べて少な

し、ものの、粉状の破片等は破壊している側に多く飛散し

7こ。

どちらの改良破壊器 具もガラスの飛散は多いが、ピッ

ケル部、おの部で中間膜を破壊 し倒口音1¥を設定する には

被壊器具③で破壊した場合(表 6参照)よりも比較的容易

になる。

(8) 結d命

現有の破嬢器具③(小おの)と比較して、

ア フロートガラスでは、改良破壊器具①、改良破壊器

具② ともに改良部の効果はない。

イ 強化ガラスでは、改良破壊器具①、改良破壊器具②

でもどちらでも有効である。

ウ 合わせガラスでは、改良破壊器具①、改良破壊器具

②ともに開口部の設定が困難であり有効でない。

ただし、合わせガラスに閲しては、ガガガi'ラスの飛散によ

る防護をf碓可催正，ι起に行えば、破破F主娘起器具(⑨号引(ωノ小lト、わお旨σのコ)のみて

り、ピッケル部、おの部、改良部をそれぞれ活用すると

とにより破壊は容易になる。



改良破犠器具によるフロートガラスの破壊状況表9
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4 破壊器具の改良に関する考察

今回のガラスの破嬢の検証実験では、それぞれのガラ

スに対して、現有の破接器具での破段は可能であった。

しかし、消防活動てーは作業効率や安全性を考える必要が

ある。ここでは消防隊現有の破城器具を基準に、各種ガ

ラスに対して、有効な点、更なる改良を要する点をまと

め、ガラスを効率的かつ安全、有効に破壊するための破

域~ii:.!.~について考察する。

(1) 1枚板で構成されている単板ガラスの比較的破壊

しゃ1い、フロートガラス、網入りガラス等を破壊する

際には、ガラス自体が割れやすいために、無秩序に打幣

するのではなく、破域位置を確実に打懲するため、振り

i"Iしやすい料電なものがよい。

形状は、破壊器jtがガラスの破壊位i置に当たりやすい

形状であれば、ピッケル、おの、ハンマー、もしくは槍

などのようなものでもよいと考えられる。 j造量に関して

は、破I災.ø~見①のような 1 kg前後であると、振り回しも

しやすく、破t裂をする ときの力の加減もつけやすい。

(2) lji.桜ガラスで、強化ガラスのような熱加工をして強

度をi;JIめているものは、写真 1のような先端が円錐状で

鋭利な:':'11分があると破抜は容易になる。改良破壊器具の

強化用打喉却のように、取り外しが可能なものであれば、

様々な器具に容易に取り付けて強化ガラスの破壊が可能

になる。

(3) 2枚の板ガラスで構成されている合わせガラスは、

打曜によってガラス を被援する ことはできても 中間関に

よって、貫通しない場合がある。そのためガラスを破身長

し、中間11莫を負ー通させるためのピッケノレ部のような部分

写真 8

のような形状

写真 9 破嬢器異先端部 2

と貫通したところをつなげるための、中間膜を切る部分

がある と良い。 例えば、ピッケル部の下端にナイフ状に

なった部分を付加すれば、ピッケル部で小破擦を続けて

いくだけで、ガラスの貫通と同時に中間膜の切断もでき、

ガラスの飛散が少ないといえる。おの部や破壊器具⑤(と

び口)でも中間膜の破壊は可能であるが、中間膜の厚さが

厚くなるほど破壊は困難になる。
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(4) 2枚の板ガラスで構成されている複層ガラスは、情

成するガラスの稀頒によって破波方法は変化する。複層

ガラスは 2枚のガラスの聞に、乾燥した主勾の肘があり、

これによ って、空気府を挟んで 2枚のガラ スが並べてあ

るものと考えることができ、最初に破援するガラスがフ

ロートガラス、網入りガラスの場合は、前(1)のとおりで

あり、強化ガラスの場合は前(2)、合わせガラスの場介は

前(3)の破抜器具が適することがし、える。 2枚 目のガラ ス

は奥まっているため、 l枚目のガラスの破綴範囲を広く

するか、持ち手を破壊訟具の打態点から/il!Eして持ち、 2

枚 /1のガラスの破媛時に 1枚目のガラスの破断面に触れ

ないように注立する必要がある。

以上のことから、別有の破壊器具を使用する場合、破

接持具③(小おの)に強化ガラス に対応する強化用打!陰部

を取り付けて補うことだけでもガラス破擦に有効になる

ととがし、える。

また破嬢器!Lを使用してガラスを破記長する場合には、

次のよ うなこと に注立をする。

① ii1い破機器具は、できるだけ|判手ーぐ、持つようにし、

力の調節ができるようにする。

② ガラスの破嬢時には、どのガラスも破片等により交

傷する危険性があることを考似しなければな らない。特

にフロートガラス、網入りガラスでは、飛散した破片や

枠に残っているガラスは、大きさにかかわらず鋭利で、あ

ること、合わせガラスでは、粉末状のガラス片が打懲者

側にJi~散することに注意 し、破嬢作業時には肌の露出を

なくし、袖口、 えりも と等からのガラ ス片の侵入を防ぎ、

ゴーグル、防j宅マスク等の着用を必須とする。また、ケ

プラ一手袋はあ:用することはもちろんであるが、ガラス

による切右1/に対してノJ能でないことを理解しておく必要

がある。そのため、ガラスの破域はできるだけ必要最小

限とすることが望ましい。

5 ガラスの見分け方

ガラスの判別方法には、ガラスを小破接して、ガラス

の割れ方から判別する方法と、最近見られるようになっ

たガラスに貼り付けてあるシール等によって見分ける方

法があるので判別時に参考に してほしい。

ガラスの識別シールには、図 3、4のようなものがあ

り、実際のものを写真 10 、 11に示す。 貼付位置はガ

ラスの下側角に多 く見られる(写真 12矢印参照)。

cr (C， 
図3 強化ガラスシール 図4 合わせガラスシール



写真10 強化ガラス(ドア) 写真11 合わせガラス(J吉舗)

写真12 シール貼付位置例

i政近では、板硝チ協会で防犯ガラスのマークが決定し、

図 5のよう なものが貼付されている 二と もある4 図 6は、

実際の製11もでの7 ーク使用例である。

E 
防犯
S~CU 肉， TV 

Q L.' SS 

図5 防犯ガラスマーク 図6 使用例

シールではなく、ガラス本体を見れば分かる ものも あ

る。制入りガ ラス!~、ガ ラスにひし形、もしくは格子型

にワイヤーが入っていることで判断でき(写真 13参照)、

被層ガラスは、 2枚のガラスの問に吸血!剤が入っている

スベーサー(1]:.真 14の矢印参照)があり、これによ って判

断できる。ただし、 複侶ガ ラスは使われているガラスの

純類までは判別できないので注意が必要である。

写真13 網入りガラス 写真14複層ガラス

次に予備知織と して、建築基準法施行令第 126条ω

6第 2号に定める、[窓その他の関口部jについての知識

や、査察等で得た建築物のガラスに関する情報等からガ

ラスの種類、厚さ等を知りえることができる。

またガラスの厚さについては、ガラスの日折率を利用

してガラスの厚さを計測するスケーノレ等もある。

6 結論

以上の結果から、ガラス破主義時の安全化、効率化から、

次のような手順で、ガラ スの破壊をすること を提案する。

① ガラスの種類を見分け る

② 識月1)シール等や非常用進入口等の建築基準法の予備

知織、予防、査察等のからの 事前情報で、:fl)断

@ 小破壊によって判断

@ 半1)別できた場合は、 その判別したガラスに対応する

破嬢方法を実践する

⑤ 半1)別できない場介は、そのガラスは害1)らずにほかの

進入 11、進入Hi去ぺ"t;雪合探す。

今[11]ガラス彼壊性状の知織を踏を えたガラス破援の模

擬フローチャ ー卜を作岐してみたL

(1) ガラス破境フ ローチャー卜

(①ft物xlli入時進入口設定の場合、 ②排煙活動時の排煙口

設定の場合)

n叫 7)1卜ンール、 予備知11h、

'I~ Mí i情報等で判断する

ガラスの樟類

に応じた破腹

日1)の進人 11、排煙口を探す
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ガラスの稀類

に応じた破壊

イ二一;|ー

l51・

ホ::|ー

4if|・

打惣部が分かる小おの得のような形

状の俄814禄具で破填ω

-枠に伐る鋭利なガラスや破片 に注意

しながら、 jルト限の開口部を設定する。

IJ~ 口 部のガラスはなるべく排除する。

ただし、 10脚以上のf!J.さは{岐峻困難で

ある(カーテンウオーノレじ法によるガラス

~等)。

ー・

. +"1幣l:mが分かる小おのう:‘のような形

状の破嬢器具で破威。

f政嬢齢貝.でガラス内川;にあるワイヤ

ーを切断しながら閉口部を設定する。

-関口部のガラスはなるべく排除する。

J1tさは6，8mm、10mmの2種類しかな

。、
し

-鋭利な円錐形状の先端を持つ破療

器具で破減。

ガラス全面にクラッ クが入り、粒

状になるため、関口部はそれを全て

F存下させて設定する。

-落下させたガラスは、脇にどける

か、シー トをかぶせる等受傷事故へ

の配感をする。

ピシケノレ部のような先端会十年つ破嬢

~ r~で小破I裂を練り返し、中間肢を切

断し小破泌を広げ、開口部合設定す

防火衣の完全着装、ゴーグ、ル、マス

ク等の着用で粉末状の破片による受傷

に十分注意する。

中間膜の厚さ、ガラスの稀類・!早さ ・

枚数の変化により、破I裂の困難J主は変

化する。

構成するガラスの種類によって破療

器具を決定ー1-る。 2枚目を破廃するとき

はI枚 目のガラスの破片に注意し、開

11古f¥を設定する。

・フロートガラスの他の1枚に網入りガ

ラス、強化ガラス、合わせガラスが使用

されることもある。

( 2) ガラスの破壊の沖，g:点

ガラスの破壊が伴う 活動をする場介には、 符防業務安

全管珂.要綱に加えて、次のことにも設立 してほしい。

ガラス破壊時には、想像以上にガラスの飛散がある

こと を考慮し、できる限り肌の蕗山をなくし、防火衣等

の惚からのガラスの進入を防ぎ、 コ¥ーグ、ル、 マスク 等を

完全活装してガラスの破片の進入による受 ft~を防ぐ。

破壊する隊員はなるべくプiラスの破I裂に専念し、活

動にその余裕がない場合や消防活動等他の行動に移行す

る|抗日よ、確実に体や衣服に付し、たガラスの破片を落とし、

而体着装時等にガラスの進入に kる受{むに注意す る。

ガラスの大きさにかかわ らず、落下に よる受傷危険

のある場合は、破片を磁実に取り除く。

ガムテープ等での飛散防止措置は、 ガラスだけでは

なく枠から設定し、 沼下防止にも配地、する。

ガラスを破壊しなくても良い方法があるならば、不

必要な破療はしない ただし、火災熱や消防活動で、ガラ

スが割れて L1:った場合は、 二次災古防止のために排除

する勺の措置を行う。
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RESEARCH ON THE BREAKING OF GLASS 

(SECOND REPORT) 

Toshimitsu MIYAJlMAネ TeruakiNAGAKURA * ，Yoichi SUGAWARA *， 

Tadahiro HASEGAWA *ぺ Satoshi HARA *本*

Abstract 

We performed glass'breaking tests in ol'der to increase our knowledge regarding the safety and 

efficiency in the glass breaking by firefighters_ We improved the forcible entry tools which our 

firefighters have been using， verified them， and showed their du・ectivity_Moreover， we a1so showed how 

to recognize glass types and a safe destructive method， based on the result of t.he questionnail'e and the 

basic test of breaking g-lass mentioned in the first report， and on t.he result of the test of breaking the 

crime prevention glass performed this time 

* Third Laboratory * *Yaguchi Fil'e Station * *キHinoFire Station 
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